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会議録（芳賀町学校運営協議会） 

令和５年度 第５回芳賀町学校運営協議会会議録 

日 時 令和５年１２月５日（火）１８：００～２０：００ 

場 所 町民会館 多目的室 

出席者 

［学校運営協議会委員］ 

稲川浩司、岡田由美子、森島規仁、今井由佳、岩村智織、岩﨑 進、荒井一浩、小山佳子、 

小林史貴、今西雅子、齋藤裕美（協議会委員出席１２名） 

［芳賀中学校 ］（校長）山本 守 （教頭）栁 利道 （地域連携教員）鶴見優希 

［芳賀東小学校］（校長）大根田裕一（教頭）半田高代 （地域連携教員）高久 誠 

［芳賀北小学校］（校長）高津健司 （教頭）國井明美 （地域連携教員）冨士井慶 

［芳賀南小学校］（校長）生井克成 （教頭）関本恵美子（地域連携教員）那花和哲 

（教育長）古壕秀一 

［教育委員会事務局］ 

（学校教育課長）小林芳浩（主幹兼学校教育係長兼管理主事兼指導主事）髙橋輝秋 

（学校教育課指導主事）松本 薫（学校教育課指導主事）涌井 俊裕 

（生涯学習課長）仲尾 周（生涯学習係長）大岡久美子（生涯学習課主査）小林春彦 

（社会教育指導員）栁岡敦子（生涯学習係主事）片桐綾乃 

司 会 小林春彦  （議事進行）稲川浩司会長 書 記 片桐綾乃 

概 要 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 協議事項（進行：稲川会長） 

（１）本日の協議事項と流れについて説明 

（２）第４回学校運営協議会分科会の報告（課題中心に簡潔に） 

（３）法に定められたコミュニティ・スクールの機能について協議する 

４ 振り返り 

５ その他 

 ①懇親会について 

 ②その他 

６ 閉会 

１ 開会 

２ あいさつ（稲川会長） 

先日、第４回学校運営協議会分科会で学校ごとに課題など協議をしていただいた。 

本日の学校運営協議会においては、分科会の内容を受けて今後に向けての議論ができればと思っ

ている。 

子ども達も非常に充実した二学期となったと思うので、ぜひその流れを三学期、さらには新年度

に繋げていけるようにぜひ皆様のご意見を頂きたい。よろしくお願いします。 
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３ 協議事項（進行：稲川会長） 

（１）本日の協議事項と流れについて説明 

（２）第４回学校運営協議会分科会の報告（課題中心に簡潔に） 

【芳賀東小学校】 

高久教諭： 

 

・地域行事等への協力について 

学校としては地域からお世話になったお囃子や文化を学校の授業で教えていただいた

ので、学校の外に出てそれを披露したい。また、地域の方とふれあえる場に行って学

び合いをしたい。 

今年は上延生の夏祭り、八雲神社の太々神楽など、１２月ははが路マラソンの沿道の

応援でお囃子をやる。その中で、１１月など地域の行事と学校の行事がぶつかってし

まって、なかなか地域の行事に参加できなかった。 

３月には学校もおおよその行事が確定するので、地域の方に配布して参考にしていた

だきたい。 

・農園活動について 

地産地消を学ぶために各学年でそれぞれ作物を作っている。 

給食で使ったり、自分たちの調理実習で使ったり、ボランティア方々やお客さんにさ

しあげたりしているが、なかなか畑の管理ができないのでそのあたりをどうしたらい

いかという話が出た。結論まで至っていないので課題としたい。 

【芳賀北小学校】 

冨士井教諭： 

 

・防犯パトロールについて 

参加者を集めるのが難しいので、課題としたい。 

・「はがまるふるさと学校」自由参観について 

１１月２２日にはがまるふるさと学校を実施した。 

地産地消イベントがコロナで数年中止になっていたのを、ブラッシュアップさせる形

で新しく地域のことを学べる場、地域の方々に協力いただいて学習する場を考えた。

給食の時間を利用して地元の方に提供いただいた食材で梨カレーを作って食べた。 

その中で出た課題として、各学年で地域の方と連絡を取りやすくすること、継続して

行えるように計画することが挙がった。 

【芳賀南小学校】 

那花教諭： 

 

・ボランティアについて 

みなみの会にじ、読み聞かせボランティア、マスターズボランティアの三団体が学校

に協力してくださっている。その三団体が顔合わせできる場の設定が今後の課題。 

・地域行事等への参加について 

児童たちが地域の行事に参加できるよう、チラシの配布や自治会と子ども達の交流の

場を設ける。 

【芳賀中学校】 

鶴見教諭： 

 

・保健室登校生徒の居場所の確保について 

保健室の先生の負担を減らすためにどうしたらいいかという話が出た。 

・学校支援ボランティアについて 

制服リユースについて、ボランティアに集まっていただいている段階。回収のために 
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 通知を出すなど、今後動き出していく。 

学校ボランティアについて、コロナが５類に移行したことで地域の人を学校に入れて

いきたい。木工ボラ、調理ボラをお願いしたいということでこれを機に増やしていき

たいという話が出た。 

（３）法に定められたコミュニティ・スクールの機能について協議する 

【芳賀東小学校】 

高久教諭： 

 

・農園活動について 

１０年前くらいまでは農園を管理してくれる方がいた。学校で給食を一緒に食べる行

事等で自然発生的に管理をしていただくような話が出たのではないか。正式な契約等

はおそらくない。その方と疎遠になってしまった理由が分からないが、それを正式な

依頼とすると、義務感が生まれて窮屈に感じてしまうのではないか。 

コーディネーターを中心につながり作り、組織体制作りを進めていき地域の力を借り

られるようにできたら。また、南小の意見同様、団体同士をつなぐことが必要。新た

な何かが見えてくるのではと考える。 

【芳賀北小学校】 

冨士井教諭： 

 

・はがまるふるさと学校について 

成果として、学校側は、地域の方に協力いただいて、地域をより深く知ることができ

た。八ツ木お囃子会に演奏や昔の音楽について授業を行っていただいた。お囃子会の

活発化も見られたというお話を伺った。地域の方からは講師として参加して、楽しか

ったと声を頂いた。来年度も参加者にやってよかったと言っていただける活動を目指

したい。 

地産地消イベントからのブラッシュアップを図り、内容を教員が主体となってカリキ

ュラムを実施できたのが良かった。 

課題としては、地産地消イベントの新たな企画として早い段階で話し合いができた。

今年度実施して形が見えてきたので、来年度はさらに先読みの行動ができると良い。

教員とＰＴＡとの連携がもっと図れるようにしたい。 

ふるさと学校については１１月２２日をメインにしていたが４月～１０月に継続した

活動を行い、１１月にまとめとした方が良いのではという意見も出た。 

廣瀬先生がお話してくださった中にもあったが、やれる範囲のことをしっかりやり、

さらに良くしていければ。 

また、学校運営協議会委員と教職員の顔の見える関係作りを行っていきたい。一部の

教職員だけでなく関わる教員を増やす。 

【芳賀南小学校】 

那花教諭： 

 

・ボランティアについて 

団体同士の連携について、まずはコーディネーターが中心となって持続可能なやり方

でボランティアの方をつなげるようになればいい。 

みなみの会にじや他の団体にもっと人が入っていけるように保護者の呼び込みなど募

集の仕方を考えたい。 

・ＰＴＡ活動について 

保護者でＰＴＡ活動に負担感があるという意見がある。ＰＴＡ活動の在り方、役員の 
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 選び方、今後組織の再編などについても考えていく必要がある。 

意欲がある人のパワーを集めて、こういう広報誌を作りたいので協力してくれる人は

いませんかというような募集にすれば、同じように意欲がある人、自分の子の力を活

かしたいという人が集まり、効率的に活動が回るのではないか。 

募集方法として、広報はがで学校や学校運営協議会からのお知らせコーナーを作って、

地域の皆さんが目にする機会があれば、その関心が学校や学校運営協議会に寄せられ

るのではないか。 

学校から地域にお知らせを配布したい場合、子どもがいない地域や自治会には学校が

持って行っているが、役場の各学校ボックスのように各地域への連絡ボックスを作っ

て町担当者へお願いできる仕組みがあれば効率的でいい。 

募集やお知らせの仕方は今後考えていきたい。 

【芳賀中学校】 

鶴見教諭： 

 

・青色防犯パトロールについて 

現在青パトを行っているが、車が１台しかない。複数台あれば町内全域を回れる。小

学校のものを借りることや、屋根に付ける青ランプの取り外しができるものなどがあ

るそうなので、取り入れていきたい。 

昔は自治会等にも協力していただいていた。いつも同じ人が協力してくれていたので

なくなったが、地域の方にも是非ご協力いただきたい。２月の青パト講習に地域の方

も参加していただいて、みんなが青パトに乗れる環境を作ったらいいのではという意

見があった。 

以前は防犯パトロールのマグネットシートなどがあったが、車に傷がついてしまうな

どの難点があるため、内側に貼れるものなどがあると、自家用車にもつけていただけ

て、子どもが困っている時に助けを求めやすくなるのではないか。 

・防犯情報について 

警察のルリちゃん安全メールで情報を得ることはできるが、タイムラグができてしま

う。町内全域に不審者情報などを一斉に送れる仕組みができるといい。千葉県などの

先進事例を参考に取り入れていきたい。 

・保健室登校について 

保健室という場所や先生を頼って来ている生徒もいるため、生涯学習センター内にも

あるが、教員の増員や地域の方の協力を得て校内に支援センターを作れないか。 

・部活動の地域移行 

既に地域の方に入っていただいている部活動もいくつかあるが、特設陸上や特設ロボ

コンなど、掃除や帰りの会の時間を使って教員が指導をしているが、担任を持ってい

る教員もいるためそういった面でも地域移行を進めていきたい。 

・中学生ボランティアについて 

土曜日にたくさん募集依頼を頂くが、部活で参加出来ない生徒が多い。日曜日にボラ

ンティアがあると参加しやすいのでは 
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４ 振り返り 

年度内あと２回となった。 

今日出た意見を次回の熟議の中でさらに詰めて全体の合議ができれば、教育委員会に対しての意見と

してまとめていきたい。 

 

５ その他 

 ①懇親会について 

   日 時：令和６年２月２日（金）午後６時から午後８時まで 

   場 所：芳賀温泉ロマンの湯（上延生１６０） 

   報 告：令和６年１月１９日（金） 事務局（片桐 ℡６７７－０００９）まで 

  ぜひ、次回の全体会（１月１２日）に出欠を聞かせていただければ幸いです。 

 ②その他 

  ・別添資料「地域の未来を創る人材育成のために」について 

学力テストの質問紙調査の結果を集計して、町の課題についてまとめたもの。次回までに目を 

通していただきたい。 

  ・芳賀中学校プロジェクトＨ２について 

   皆さまにもご協力いただき、順調に集まっている。現在１４～５万円ほど。２月末に花火の打 

ち上げを検討しているので、２月初旬までを目安にアルミ缶を回収する。 

まだ募集しているので年末年始にたくさん飲んでいただいてご協力をお願いします。 

 

６ 閉会  

 

 


